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【要望書提出『特別市構想』法制化に向けて】

元旦に発生した能登半島地震でお亡くなりになられた方々の
ご冥福と被災された全ての皆様にお見舞い申し上げます。
横浜で、いざ災害時に備え中区役所と地域社会がより一層の
連携を強化すべきです。
ご参集の皆様は自治会・町内
会長をはじめ地域を熟知
されてる方々です。皆様が
活動しやすい環境づくり、
中区・横浜市の発展に努める
と共に一層の充実に向け
全力で取り組んで参ります。

委員長を務める横浜市会大都市行財政制度特別委員会(仁田昌寿副委員長・森ひろたか副委員長)。
1/23、政令市議会議長会の会長を務められてる瀬之間康浩横浜市会議長と共に、総務大臣、
衆議院総務委員長に特別市の法制化に関する要望を行いました。
すが義偉前総理が総務大臣時、秘書官を務めさせて頂いた時以来、懐かしい総務大臣室です。
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プロフィール
[経歴] 1970年7月3日 横浜市中区本牧生まれ /  逗子開成高等学校卒 /  奈良産業大学
法学部卒/1995年すが義偉秘書/総務大臣秘書官/2015年  初当選/2019年  2期目当選
2023年  3期目当選  [活動] (社福)山手まごころの会 理事長 / 他 詳しいプロフィールはこちら！➡

【中区新年賀詞交歓会】

⬆
伊波
⬆
伊波 ⬆1/24の神奈川新聞に掲載されました



【マリンFM 放送後記】１月 ON AIR 

1/8の今年最初の放送は成人の日。横浜市全体で35,863人。
中区1,215人。新成人の皆様、おめでとうございます！
1/22の放送テーマは、受験生の皆さんがんばって‼
保護者の皆さんにもエールを送らせていただきました。

第2・第4月曜日 12:00～12:30  マリンFM86.1MHzにて放送中！  
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http ://www.marine-fm.com リスラジ 検索

マリンＦＭにて放送中！いなみパーソナリティ番組『としちゃんの住んで良いまち横浜』

【旧友との時間に感謝】
本牧元町北部少年野球部で共に汗を流したチームメイト。
鼻水たらして半ズボンで暗くなるまで遊んでたあの頃。
幼稚園から一緒の友との時間で、エネルギー充電。
【プロレス・ドラゴンゲート応援挨拶】
横浜小児ホスピス『うみとそらのおうち』を応援する
プロレス・ドラゴンゲートの初の横浜武道館での試合にて、
リングでホスピスの応援挨拶させて頂きました。
【文化財保護デー・三溪園】
中区3消防団(伊勢佐木・加賀町・山手)としては最後の文化財訓練。
本年4月、3消防団は中消防団として生まれ変わります。
横浜を代表する三溪園。旧燈明寺本堂・臨春閣など
重要文化財10棟・横浜市指定有形文化財3棟を有します。

   【能登半島地震 救援募金活動】
令和6年能登半島地震、救援募金活動。
お預かりした募金は自民党神奈川県連より　

被災地にお届けさせて頂きます。

   【消防力強化にむけて】

中消防団・中消防署による一斉放水
⬆
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⬆
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近代消防発祥の地、横浜市中区。１８９４年、
伊勢佐木・石川（現在の加賀町）・山手消防組
として発足し、活動から今年で130年。今を生きる
私たちの『命』『財産』を守る為、３消防団は歴史と
伝統を引き継がれ、誇り高き消防団として
地域の要、責任を持たれて活動されています。
中区は人口約１５万人。外国の方々は人口の
１割、生活しています。経済・観光都市横浜の
中心区である中区。日中働きに来られてる
方々や国内外からの来街者の方々の人口数は、
中区の人口を大きく上回ります。
この現状を踏まえ、
いざ災害時、いかに
被害を最小限にくい止め、
避難所で過ごされる方 の々
不安を軽減していくか。
引き続き、喫緊の課題として
取り組んで参ります。


